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 ハーモニーの作業を順次ご紹介します。 

今回は「内職作業」です。
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内職作業とは 
現在、ハーモニーでは日々、プラスチック製品の組立や検品の内職を行っており、1 日 3～8 名ほど

の方が参加しております。小さな部品を扱うので集中力を伴いますが、手先の器用さを活かす事のでき

る作業とあって、積極的に参加される方もおります。また、普段はたたみ作業を行っている方が、体調

に応じて内職作業に参加される事もあります。たたみ作業は立って作業しますが、内職は座って作業す

るという点が大きく異なります。 

内職は杉山樹脂工業様と取引させていただいており、内職作業を継続的に一定量こなせる事ができれ

ば、施設外での職場実習である施設外支援（詳細はハーモニーだより第 3 号）につなげる事ができます。

 

 

 

 

内職作業に参加しての利用者様の感想 
○組立作業は、細かい作業なので目が疲れる事もありますが、プ

ラスチックの部品と部品がぴったり合わさる感触におもしろさを

感じています。座りながらの作業のため、足の痛みもなく自分の

ペースで行う事ができます。（S さん） 

○検品作業は、最初は汚れ等を見つけるのに時間がかかりました

が、慣れてくるとコツがつかめ、徐々に作業のスピードが速くな

ってきた感じがします。（T さん） 

8 月 21 日、夏祭りを行いました。職員による南京

玉すだれは、利用者様から手拍子がおこり、紙芝居で

は、怪談話に思わず背中がぞっとした場面もありまし

た。豪華景品を用意したビンゴ大会では、読み上げる

数字に一喜一憂し、当ると「ビンゴ！」の大きな声が

響きました。 

昼食には、ワタミ手づくりマーチャンダイジング㈱

様ご提供の惣菜と、職員特製の冷やしうどんのご馳走

をいただきました。（夏バテ解消！？）食後には、ス

イカ割りを行いました。残念ながらスイカは割ること

はできませんでしたが、利用者様全員で冷えたスイカ

を食べられ満足されていました。利用者様の色々な表

情が見る事が出来て充実した一日でした。 

汚れの有無を確認 検品後の製品を袋詰め
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箱詰め 部品を合わせて組立 転がして検品 



見学や作業体験を随時お受けしております。お気軽

にお電話にてお問い合せください。 

◇活動日・活動時間◇ 

月～金曜日（祝日、年末年始除く） 

9：00～16：00 

◇お問い合わせ番号◇ 

  0493-56-4875 
（作業所ハーモニー 直通）  

5 年前の 9 月、ハーモニー開設とともに、たた

み作業をスタートし、翌月から工賃の支給を行いま

した。工賃の金額は作業の種類、参加時間や委託を

受けている作業量の出来高によって、1 時間当たり

の工賃は変化します。支給額によっては、「こんな

に沢山！」とうれしそうな方、「これだけ…」とな

げく方、受け止め方は利用者様それぞれです。利用

者様ご自身の頑張りが工賃となり、それを励みとし

て、自立へ向けての動機づけの１つになるよう、利

用者様の工賃アップに向けてスタッフ一同しっか

りフォローして参ります。 

工賃とは、辞書には「物を製作・加工する労力に対する手間賃。工料。」とあります。

福祉施設においては、意味内容が異なっています。労働者に対し雇用契約に基づいて支

払われる報酬は賃金（給料、手当等）ですが、労働者ではない（雇用契約がない）施設

利用者に対する報酬は工賃といわれています。 

ハーモニーでは、毎月、利用者様に工賃を支給しています。まず、作業種類別、利用

者様別に作業時間をカウントします。それぞれの作業ごとに得られた収入から、その作

業に必要な経費を差し引いたものを作業時間で割る事で、その作業の 1 時間当たり工賃

を算出します。そして、利用者様の作業時間に応じた工賃を計算します。 
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作業所に配属されて 1 ヶ月が経ちました。 

初めての事が多く、慣れるのに頑張った 1 ヶ月間

でした。日々の作業や夏祭りなどを通し、利用者様

の名前も覚えられ、話をする事も増えてきました。

1 日を通しての立ち仕事や長時間の集中など大

変な事も多いと思いますが、利用者様が働きやすい

環境づくり、次の一歩へのお手伝いが出来るよう、

これからも利用者様と色々話し合いながら取り組

んでいきたいと思います。今後ともよろしくお願い

致します。   

生活支援員 滝嶋 

平成 26 年 9 月で、開所から 5 年が経ちました。

平成 21 年 9 月、5～6 名の利用者様からスタート

し、ほこりの立つ中、利用者様とスタッフで黙々と

オムツのたたみ作業を行っていたのが、昨日の事の

ように思い出されます。 

 利用者様の増加にともない、内職作業として組立

作業、検品作業を取り入れました。また、施設外作

業、施設外支援、保健センターの清掃作業と、施設

の外での作業を増やしていく事ができました。 

 開所当初から変わらず、利用者様に伝えている事

があります。 

・自分で目標をたて、少しずつ前に進む事。 

・生活リズムを整え、持続力や体力をつける事。 

・引きこもらず、人と交流し、話をし、話を聞く事。

 以上について常に心掛けながら、今後も支援を続

けていきたいと思います。 

サービス管理責任者 大橋

 7 月初旬より、ハーモニーに 

あさがおが咲きはじめました。 

数年前に種をまいたのがきっか 

けで、毎年、ハーモニーの玄関 

をきれいに彩ってくれます。 

花の数も増え、あさがおも開所 

5 年を喜んでいるかのようです。 


